
様式１

都道府県名 千葉県 市町村名

プロジェクト名
新規・継続の

区分
継続

プロジェクトの
期間

平成19年度～平成21年度
政策分野の分類

（①～⑪）

住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

総事業費
（単位：千円）

（うちH2１事業費）

14,548

(8,523)

28,898

(11,261)

4,984

(1,791)

4,984

(1,791)

4,357

(4,357)

57,771

(27,723)

その他特記事項

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要

妊婦乳児
一般健康診査

妊婦・乳児を対象に医療機関に委託して行う妊婦乳児一般健康診査を
実施。平成21年度から妊婦14回、乳児2回に助成回数を増やし公費で負
担する事によって、経済的理由で受診をあきらめる者を減らし、受診率を
上げる。

放課後児童クラ
ブ事業

放課後児童の安全で健やかな活動の場所を確保するために放課後児童
クラブの設置運営を図る。尚、平成21年度から２ヶ所開設し、うち１ヶ所を
小学校特別教室を利用し実施、２２年度から残りの１ヶ所についても小学
校特別教室を利用する為、改修を行う。

障害児保育事業 日々通所でき集団保育が可能な就学前の障害児を保育する。

一時保育事業
不定期な就労や保護者の病気等により、一時的に家庭保育が困難となる
児童を保育する。対象は満６ヶ月以上小学校就学前の健康な児童とす
る。

地域子育て支援
拠点事業

子育て中の親子が気軽で自由に利用できる交流の場の設置、子育てに
関する相談の受付、子育て親子間の交流を深める取り組みを支援

総　　　計

③少子化対策プロジェクト

http://www.town.ichinomiya.chiba.jp/machizukuri/zaisei/215.html

頑張る地方応援プログラム

一宮町

少子化対策プロジェクト

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的、概要）
近年、家庭や地域を取り巻く環境が大きく変化する中、安心して子どもを生み育てる環境整備を
実現するため、保護者の経済的負担の軽減、共働き家庭等への子育て支援を行う。

（具体的な成果目標）
妊婦乳児の一般健康診査　公費負担の回数を増やす事によって受診率を上げる。
受診者 H20実績 妊婦延べ403人 乳児延べ149人→H21目標 妊婦延べ1,000人 乳児延べ
180人
放課後児童クラブ児童数　　H20実績5７人→H21目標70人
放課後児童クラブ施設数　　H20実績１ヶ所（分室１ヶ所）→H21目標2ヶ所
平成20年4月1日現在0歳児は90人だが、3年後には120人を目標



様式１

都道府県名 千葉県 市町村名

プロジェクト名
新規・継続の

区分
新規

プロジェクトの
期間

平成21年度
政策分野の分類

（①～⑪）

住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

総事業費
（単位：千円）

（うちH2１事業費）

5,000

(5,000)

5,000

(5,000)

その他特記事項

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要

文化財保存整備
事業（建造物）

一宮町の観光スポットである玉前神社への集客促進のため、玉前神社の
社殿修繕を行う。

総　　　計

⑥観光振興・交流プロジェクト

http://www.town.ichinomiya.chiba.jp/machizukuri/zaisei/215.html

頑張る地方応援プログラム

一宮町

観光振興・交流プロジェクト

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的、概要）
一宮町にある玉前神社の建物（社殿）は本殿（建物の奥）と拝殿（お参りする所）をつなげた複合
社殿（権現造）で、県指定有形文化財となっている。また毎年9月の例大祭に合わせて行われる
「上総十二社まつり」は県無形民俗文化財にも指定されており毎年大勢の観光客で賑わう。この
ような歴史的・文化的資源を活かし、観光交流及び集客促進を図る

（具体的な成果目標）
県指定有形文化財である玉前神社の社殿を修繕することで、観光スポットとしてのブランド力向
上及びさらなる集客促進を目指す



様式１

都道府県名 千葉県 市町村名

プロジェクト名
新規・継続の

区分
新規

プロジェクトの
期間

平成２１年度
政策分野の分類

（①～⑪）

住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

総事業費
（単位：千円）

（うちH2１事業費）

2,000

(2,000)

545

(545)

2,545

(2,545)

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要

地域公共交通活
性化事業

公共交通空白地帯を無くし誰もが住みよいまちづくりを進めていくため、
地域公共交通活性化協議会を中心に町の実情に即した輸送サービスの
実現を目指す。

総　　　計

その他特記事項

まちづくり町民提
案事業

まちづくりについて、熱意やアイディアを持つ町民団体が自発的に企画
実施する公益性の高い事業を推進するために要する経費に対し支援す
る。

頑張る地方応援プログラム

一宮町

まちなか再生プロジェクト

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的、概要）
町民と行政との協働によるまちづくりを進めていくためには、町民がまちづくりの主体として、町
政に積極的に参加することが重要であることから、まちづくりに熱意やアイディアを持つ団体が、
自主的に企画実施する公益性の高い事業について助成を行なう。また、子供からお年寄りまで
誰もが住みよいまちづくりを進めるため、地域公共交通活性化事業を行う。

（具体的な成果目標）
町民提案事業をきっかけとし、協働意識を町全体に広め、町民と行政との協働によるまちづくり
を推進するとともに、地域のリーダー的人材の育成・発掘を図る。（町民提案事業：現在7団体か
らの提案があり、今後も多くの団体からの提案を求める。）
地域公共交通活性化事業においては町全体の公共交通体系、公共交通空白地帯および住民
のニーズを調査し一宮町の実情にあった輸送サービス（コミュニティバスや乗合タクシーなど）の
平成22年度実現を目指す。

⑦まちなか再生プロジェクト

http://www.town.ichinomiya.chiba.jp/machizukuri/zaisei/215.html



様式１

都道府県名 千葉県 市町村名

プロジェクト名
新規・継続の

区分
新規

プロジェクトの
期間

平成２１年度
政策分野の分類

（①～⑪）

住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

総事業費
（単位：千円）

（うちH2１事業費）

600

(600)

3,000

(3,000)

12,543

(12,543)

164

(164)

1,070

(1,070)

17,377

(17,377)

その他特記事項

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要

防犯灯整備事業
町民が犯罪の危険にさらされることが無いよう、町内の危険箇所に防犯灯
を設置を行う。

交通安全対策事
業

増え続ける交通事故を未然に防止するため、町内の危険箇所にカーブミ
ラー等の設置等を行う。

中学校校舎修繕
事業

安全な教育環境を整えるため、老朽化した校舎の修繕を行う。

津波対策事業
全国各地で地震が頻発しており海に面した一宮町の津波リスクは非常に
高いため、津波看板等を設置し緊急時に備える。

緊急通報システ
ム設置事業

近年増え続ける孤独死を未然に防ぐため、独居老人宅に緊急通報システ
ムを設置する。

総　　　計

⑨安心・安全なまちづくりプロジェクト

http://www.town.ichinomiya.chiba.jp/machizukuri/zaisei/215.html

頑張る地方応援プログラム

一宮町

安心・安全なまちづくりプロジェクト

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的、概要）
現在予想されている大規模災害や痛ましい交通事故、凶悪犯罪などに対する安全対策の住民
意識は年々高まっている。安心で安全な生活を送る環境づくりを行うため、防犯灯の設置や
カーブミラー設置、避難看板作成、中学校の校舎修繕及び独居老人を対象にした緊急通報シ
ステムの設置など、防災、防犯、交通安全体制の充実を図る。

（具体的な成果目標）
防犯灯を設置し犯罪件数の抑制を図る。
見通しの悪い交差点などにカーブミラーを設置し交通事故発生件数の減少につなげる。
老朽化した校舎を修繕し安全な教育環境を整える。
津波等の発生時、被害を皆無もしくは最小限に抑える。
緊急通報システム設置によって孤独死の発生を防ぐ。


